
ポスター制作手順と発表者マニュアルとポスター見本 

1． 所属研究科指定フォーマット（人文科学系、社会科学系、自然科学系）を用いて、タイトルと発表者を記入

する（連名も可能） なお、指定フォーマットは申告制とし、変更可能とする（例えば、研究内容に合わせて、

総合情報学研究科で人文科学系を申告したり、社会安全研究科で社会科学系を申告したりできる） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 「はじめに」（研究背景・目的）  3．研究内容（原理・方法など）  4．研究状況（実験・結果など図示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5．「おわりに」（考察・結論など） 6．参考資料（文献など）      ♦図や表には、番号や簡単な名称を 

付ける 

     

 

 

 

 

 

                                                                        表 1 許容誤差精度(無) 

                                                                      

 



◎学会ポスターの作成方法 一般的な作成手順として、2 つの方法を紹介 

1. 複数枚のスライドをポスター用のスライドに貼り付ける方法 

一つ目は、研究背景、研究方法、結果などの要素ごとに複数枚のスライドを作成し、最後にポスター用のスライ

ドに貼り付けて配置する方法。口頭発表用などに既に作成したスライドが使用できる場合は、この方法を用いる

とポスターの作成時間が比較的短時間で済む。複数ページあるスライドを画像に書き出す。 

複数枚あるスライドを 1 ページずつ個別に書き出し、ポスターサイズのスライドに配置する。 

※まず、複数枚あるスライドを開き、「ファイル」タブから「名前を付けて保存」をクリックします。ファイルの

種類として「拡張 Windows メタファイル（.emf）」を選択し保存します。スライドが複数ある場合は、すべての

スライドを選択すれば、各スライドが拡張Windowsメタファイル形式で一つのフォルダにまとめて保存される。 

※スライドの書き出しを終えたら、一旦ファイルを閉じる。ポスター用のスライドにデータを挿入する。 

次に、ポスター用のスライドを新規で作成する。「デザイン」タブから「スライドのサイズ」、「ユーザー設定のス

ライドサイズ」の順にクリックし、任意のポスターサイズに変更する。 

※最後に、拡張 Windows メタファイル形式に書き出したスライドの画像データをドラッグ&ドロップでポスタ

ー用のスライドに配置する。「挿入」タブから該当するファイルを指定することでも挿入できます。挿入した後は

画像を説明する順番に並べ、整列させながら見やすい配置に調整する。 

2. ポスター用のスライドに直接要素を入力して作成する方法 

ポスター用のスライドに直接要素を入力する方法は、レイアウトの自由度が高いため、工夫次第では見やすく作

成することができる。一方、自由度の高さゆえに、後述するようなデザインの知識を持ち合わせていないと見づ

らくなってしまう可能性もある。 

学会ポスターを一からデザインする際のポイント 

学会のポスター発表では、会場に用意されたパネルに各ポスターが掲示され、指定時間になると参加者が会場に

入ってきて研究成果を見て回る、という流れが一般的。 

※発表件数が多い場合には、参加者が一つのポスターを見るのにかけられる時間が短くなりますし、参加者が多

い場合には遠くからポスターを流し見せざるを得ない場合もある。学会ポスターは、そうした制約も考慮して作

成する必要がある。 

学会ポスターをデザインする際の 8 つのポイントを解説 

1. 一目で要点が分かるようにする 

学会ポスターは、瞬時に要点をつかめるように工夫することが重要。具体的には、 

・文字はできるだけ箇条書きや体言止めにして、文字数を減らす 

・見出しをつけて、項目ごとにまとまりを出す 

2. 論文の構成に沿って作成する 

学会ポスターの構成は、論文の構成に沿って作成すると論理展開が整理され、学会参加者にとって理解しやすく

なる。論文の構成は一般的には、①研究背景、②目的、③方法、④結果、⑤考察です。学会ポスターでは、これら

5 つの要素ごとにセクションを分割し作成していく。 

3. 十分な余白をとる 

見やすいポスターを作るためには、余白を意識することも重要。項目ごとにグリッド（高さや幅の規則性）を意

識することで、余白がとりやすくなる。スライドのサイズを指定した後に、グリッドを意識して枠組みを考え、

先ほど列挙した構成の 5 つの要素の大まかな配置を決めてからデザインを進めると、制作を進めやすくなる。 

4. 情報は整列する 

学会ポスターに限ったことではありませんが、小見出しや本文など、階層関係が同列の要素は高さや幅など整列

することで、より見やすくなる。グラフや表を複数挿入する場合は、それらの高さや幅などを整列することも重

要です。整列がされていないと読みにくくなるだけではなく、誤った理解を促してしまうこともあるので注意。。 



5. 判別しやすいフォントサイズを使う 

学会ポスターのフォントサイズは、少なくとも1～2m先からでも判別しやすいサイズを保つことが推奨される。

また、タイトルや小見出し、本文などのカテゴリー（情報階層）ごとに文字サイズを統一すると、見やすくなる。

目安として、次のフォントサイズを参考にするとよい。 

・タイトル ：70～90pt  ・小見出し ：60～70pt  ・本文   ：32～40pt  ・氏名・所属：48～54pt 

6. フォントの種類は読みやすさを重視する 

学会ポスターの目的は研究成果を正確に伝えることなので、デザインによるインパクトよりも文字の視認性・可

読性・判読性を重視することが重要。基本的には、フォントの種類は多用せず、和文・欧文それぞれで 1 種類ず

つ使用するのがよい。和文フォントは「メイリオ」または「游ゴシック」、欧文フォントは「Segoe UI」または

「Calibri」がおすすめ。これらのフォントは、縦横の線の太さが均一であるという特徴があります。遠くから見

る場合でも比較的見やすさを保つことができる。「游ゴシック」は比較的細い書体のため、遠くからでも見えるよ

うポスターでは太字を基本に用いることがおすすめ。 

下の記事では、フォントについてより詳しく解説しています。 

【関連記事】 

▶パワーポイントにおすすめのフォント 6 選！選び方から一括設定の方法までまとめて解説 

7. シンプルなデザインを心がける 

学会ポスターの目的はあくまで研究成果を正確に伝えること。過度な装飾を施すと、肝心の研究内容に目が向か

なくなる恐れがある。凝った装飾やグラデーションなどの効果は使用せず、シンプルなデザインを心がける。 

8. 色数を絞る 

シンプルなデザインに関連しますが、資料全体でテーマとなるカラーを、メインカラー、アクセントカラー、サ

ブカラーの 3 種類に抑えることで統一感が出る。またアクセントカラーは多用するとかえって強調箇所が伝わり

づらくなるので、最小限の使用にとどめる。 

※配色を決める際には、色覚の多様性に配慮して「ユニバーサルデザイン」を意識した設計にするとよい。色覚

の多様性とは、赤や緑が混ざる特定の範囲の色に関して、差を感じにくいという色覚の特性のこと。 

◎ポスターセッションのメリット 

1) 気楽に発表・参加できる 

2）他研究科の院生・教員などと直接、内容について議論できる 

3）短期間でのポスター作成や発表準備の経験ができる  

◎ポスター発表の心得 

・議論が発展しやすくなるように、発表者はポスターに書かれている以外の背景も聴衆者(複数)に伝えることを

意識すると、よりよい発表になる 

・発表が上手な人は、聴衆者がどういうことが気になって自分のポスターを見にきたのかを聞き出し、それに関 

する説明を取り入れて話すので、その聴衆者は求めていた情報を得られるため、満足度が高くなることが多い 

・メリハリのある、ポイントを強調した話し方を意識する 

・発表の途中で「ここまでで何か質問はありますか？」など聴講者とコミュニケーションを取りながら進める気 

配りも必要 

・説明は 3 分以内を目安にまとめる 

・全体として 5 分ぐらいで次の聴衆者（複数）に最初の説明から繰り返す 

・質問を受けたら簡潔に答え（「はい、ご指摘の通りです」「基本的にはその通りですが、少々訂正したい点もあ

ります」、その上で補足を続ける 

・相手の理解レベルを意識して、それにあった説明を心がける 

・発表時間は合計で 60 分厳守なので、質問が多い場合「続きは後ほどお話させて下さい」と言って打ち切る 



 



 



 


